
　
青
い
空
と
青
い
海
、
北
上

山
地
と
太
平
洋
が
織
り
な
す

リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
く
。
暖

流
と
寒
流
が
交
わ
り
、
カ
キ

や
ホ
タ
テ
貝
の
養
殖
が
盛
ん

な
良
港
、
宮
城
県
女
川
。
そ

ん
な
海
岸
を
3
・
11
東
日

本
大
震
災
が
襲
っ
た
。
人
口

の
約
一
割
を
失
い
、
町
の
経

済
の
基
盤
を
す
べ
て
奪
わ
れ

た
女
川
町
で
、
復
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
臨
時
職

員
と
し
て
休
日
返
上
で
奔
走

し
て
い
る
女
性
が
い
る
。

　
神
山
梓
さ
ん
は
、
創
価
大

学
卒
業
後
、
東
北
大
学
大
学
院
の

博
士
課
程
に
在
籍
し
、
海
洋
生
物

を
研
究
し
て
い
る
。
震
災
当
日
、

自
身
も
女
川
湾
に
面
し
た
同
大
学

の
臨
海
実
習
施
設
で
津
波
に
遭
遇

し
、間
一
髪
で
助
か
っ
た
。し
か
し
、

実
験
機
材
、
収
集
し
た
標
本
、
研

究
デ
ー
タ
は
す
べ
て
失
っ
た
。

「
深
い
絶
望
感
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

で
も
、
こ
こ
か
ら
ど
う
立
ち
上
が

ろ
う
か
と
考
え
た
と
き
、
女
川
の

復
興
に
尽
く
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
湧
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
」

　
高
校
時
代
、
東
北
大
の
臨
海
実

習
に
参
加
し
て
「
海
の
神
秘
は
宇

宙
の
神
秘
よ
り
も
深
い
」
と
の
担

当
教
員
の
言
葉
か
ら
、「
海
の
こ

と
を
も
っ
と
深
く
学
び
た
い
」
と
、

二
〇
〇
一
年
、
創
価
大
工
学
部
に

入
学
し
、
生
物
工
学
科
（
現
、
環

境
共
生
工
学
科
）
で
学
ぶ
。
在
学

中
は
勉
学
の
か
た
わ
ら
、
学
校
行

事
な
ど
の
企
画
運
営
に
学
生
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

「
試
験
前
は
何
日
も
学
校
に
泊
ま

り
込
み
、
実
験
や
デ
ー
タ
収
集
、

課
外
活
動
に
も
参
画
し
ま
し
た
。

困
っ
た
と
き
は
先
輩
が
励
ま
し
て

く
れ
ま
し
た
。
仲
間
と
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
、
他
人
に
尽
く
す
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
」

　
今
は
、「
女
川
の
皆
さ
ん
が
笑

顔
で
暮
ら
せ
る
町
を
つ
く
る
こ
と

が
目
標
で
す
。
そ
し
て
大
好
き
な

女
川
の
復
興
に
尽
く
す
こ
と
が
私

の
使
命
で
す
」
と
力
強
く
語
る
神

山
さ
ん
。
臨
時
職
員
と
し
て
、
復

興
計
画
の
策
定
に
携
わ
り
、
住
民

の
意
見
を
ま
と
め
、
行
政
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。
時
に
ク
レ
ー

ム
の
聞
き
役
に
も
な
る
。
仕
事
は

連
日
深
夜
に
及
び
、
休
日
も
住
民

へ
の
説
明
会
の
運
営
に
汗
を
流
す
。

　
神
山
さ
ん
を
復
興
活
動
に
駆
り

立
て
て
い
る
の
は
、
大
学
受
験
の

体
験
に
遡
る
と
い
う
。

「
大
学
進
学
を
目
前
に
し
て
、『
悩

め
る
人
、
苦
し
ん
で
い
る
人
、
不

幸
の
人
の
味
方
に
な
れ
る
人
が
偉

い
』
と
い
う
創
立
者
の
言
葉
に
出

合
い
、
創
価
大
へ
行
こ
う
と
決
め

ま
し
た
」

　
母
校
の
指
針
「
労
苦
と
使
命
の

中
に
の
み
人
生
の
価
値
は
生
ま
れ

る
」
が
鮮
や
か
に
胸
に
よ
み
が
え

る
。
博
士
号
取
得
へ
の
思
い
も
変

わ
ら
な
い
。
自
分
の
研
究
成
果
を

生
か
し
、
女
川
の
新
生
を
目
指
し

た
い
と
固
く
誓
う
日
々
だ
。

A
zusa K

am
iyam

a

復興が始まったばかりの女川港を背景に
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か
み
や
ま
・
あ
ず
さ
／
一
九

八
三
年
福
島
県
生
ま
れ
。
仙

台
市
で
育
つ
。
二
〇
〇
一
年

創
価
大
学
工
学
部
生
物
工
学

科
入
学
、〇
五
年
同
大
卒
業
。

〇
六
年
東
北
大
学
大
学
院
博

士
前
期
課
程
（
農
学
研
究
科

資
源
生
物
科
学
専
攻
）
入
学
、

〇
八
年
同
大
学
大
学
院
博
士

後
期
課
程
（
農
学
研
究
科
資

源
生
物
科
学
専
攻
）
進
学
。

現
在
、
同
大
学
大
学
院
を
休

学
し
、
宮
城
県
女
川
町
役
場

に
臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
。

神
山
　
梓 

さ
ん

何
と
し
て
も
大
好
き
な

女
川
の
復
興
に
尽
く
し
た
い

女
川
町
臨
時
職
員・

東
北
大
学
大
学
院
生

か
み

お
な

が
わ

や
ま

あ
ず
さ

創
価
大
学
工
学
部
卒
業

　
「
学
生
の
た
め
の
大
学
」「
社
会
に
貢
献
す
る
大
学
」

を
掲
げ
る
創
価
大
学
は
、
真
の
人
間
教
育
に
力
を
入

れ
、
地
域
や
人
々
の
役
に
立
ち
た
い
と
行
動
す
る
人

材
育
成
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
は
国
際
機
関

を
は
じ
め
、
経
済
界
、
法
曹
界
、
教
育
界
な
ど
、
幅

広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
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　創価大学の創立者・池田大作先生は、平
和と人権を守るため、トインビー博士をは
じめ、ゴルバチョフ大統領やサッチャー首
相、周恩来総理、ノーベル賞受賞者のポー
リング博士やマータイ博士など、世界各国
のリーダーやさまざまな分野の学識者と対

話を重ねてきた。1993年にはアメリカ公
民権運動の母ローザ・パークス女史とアメ
リカ創価大学で会見。94年には同女史が
来日。創価大を訪れ、「人間共和は一人の人
間の第一歩から―人権と自己開発のために
―」と題して記念講演を行った。

21世紀の創価教育
輝ける未来へ―大学の使命

SOKA
Education

た
か
ら


